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ぽ
り
ぽ
り
、
ぽ
り
ぽ
り
、
食
べ
始
め
た
ら
と
ま
ら
な
い
、
そ

の
名
も
「
ポ
リ
ポ
ー
リ
」
は
さ
と
い
も
「
伊
予
美
人
」
を
使
っ

た
新
食
感
の
さ
と
い
も
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
ー
（
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
）

で
す
。

　

６
年
ほ
ど
前「
伊
予
美
人
」の
親
芋
活
用
法
を
相
談
さ
れ
、「
え

ひ
め
農
商
工
連
携
フ
ァ
ン
ド
（
農
商
工
連
携
助
成
事
業
）」
に

採
用
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
手
打
ち
う
ど
ん
も
作
る
別
子

飴
本
舗
は
、
う
ど
ん
け
ん
ぴ
を
作
っ
た
経
験
か
ら
、
粘
り
と
甘

さ
と
コ
ク
の
あ
る
「
伊
予
美
人
」
と
う
ど
ん
の
粉
末
を
練
っ
て

揚
げ
る
ア
イ
デ
ア
が
ひ
ら
め
き
ま
し
た
。
東
京
・
銀
座
三
越
の

Ｊ
Ａ
う
ま
の
イ
ベ
ン
ト
に
並
列
し
た
試
作
品
は
大
好
評
、
商
品

化
に
踏
み
切
り
ま
す
。
種
類
は
「
し
お
」「
鯛
」「
チ
ー
ズ
」
の

３
種
。
弓
削
島
の
「
あ
ま
も
塩
」、
宇
和
海
産
の
鯛
な
ど
、
地

元
産
に
こ
だ
わ
り
、
添
加
物
を
使
わ
ず
、
食
物
繊
維
も
豊
富
で

子
ど
も
の
お
や
つ
か
ら
酒
の
肴
ま
で
幅
広
い
世
代
に
愛
さ
れ
る

安
心
の
健
康
食
品
で
す
。
冬
季
限
定
で
、
苺
チ
ョ
コ
や
伊
予
柑

チ
ョ
コ
な
ど
８
種
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
味
が
加
わ
り
ま
す
。
さ
と

い
も
イ
ラ
ス
ト
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
か

わ
い
く
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
＆
ホ
ワ
イ

ト
デ
ー
へ
向
け
て
生
産
が
追
い
つ
か

な
い
ほ
ど
で
す
。

　
「
ポ
リ
ポ
ー
リ
」
は
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
や
サ
ラ
ダ
へ
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
、
鯛

茶
漬
け
に
活
用
す
る
な
ど
新
し
い
食

べ
方
を
提
案
し
、
東
京
土
産
に
は
限

定
商
品
「
も
ん
じ
ゃ
焼
」
味
が
好

評
、
ま
す
ま
す
楽
し
い
食
の
世
界
が

広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

さといも「伊予美人」は
ＪＡ全農えひめの登録商標です！

　「伊予美人」は県が選抜育成したさといも「愛
媛農試V2号」の商標。白くてきめ細かな肉質、
丸々とした整った形から命名。さといも本来の
粘りが強く、濃厚な甘みがある。

▲

７
色
の
別
子
飴
、
生
羊
羹
、
チ
ー

ズ
ケ
ー
キ
は
じ
め
、
駄
菓
子
か

ら
ス
イ
ー
ツ
各
種
そ
ろ
う
創
業

１
５
０
年
の
老
舗
菓
子
店

〜
さ
と
い
も「
伊
予
美
人
」〜
①

▲「地方からおいしいものを発信して
いきたい」と越智秀司社長

▲全日空の機内販売にも採用された「ポリポーリ」。ＪＡうま
の「おいでや市」、ＪＡおちいまばりの「さいさいきて屋」、
松山市内のホテル・道後のショップ・空港・髙島屋に並ぶ。
左上は冬季限定のチョコシリーズ

     



今月の表紙

 農の風景Vol.208

 美味絶賛～さといも「伊予美人」～①
 株式会社別子飴本舗
●2 〈特集①〉

 第37回ＪＡ愛媛県大会

 創造的自己改革の実践
 ～組合員とともに愛媛の農業と地域の未来を拓く～

●4 〈特集②〉

 愛媛県果樹統一配合肥料の取り組みについて　

 農業者所得増大を目指して
 果樹配合肥料を銘柄集約

●6 ふるさと  ESSAY  VOL.276

 笑いヨガ（ラフターヨガ）のススメ
 枝廣　篤昌さん

●8 TOPIC NEWS

●15 統計BOX

●16 READERS通信
 NOW  NOW  COOKING

 〈今月の素材〉ほうれんそう

※『あぐり～ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味
を込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○ 営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。
○ 安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。
○ 地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

　いまや甘党の “スイーツ男子” も急増
中。バレンタインやホワイトデーに向け
て、男の子も女の子も一緒に厨房に入っ
てスイーツをつくってみるのもまた楽し
いもの。おいしく上手くできた達成感や
高揚感を味わうことで、“料理” という
新しい世界に興味のベクトルが広がって
いくかもしれませんね。

●表紙：バレンタインデー＆ホワイトデー
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）

2019 年２－３月号
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経
済
事
業
（
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
）

「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ

ラ
ン
」
に
係
る
取
り
組
み
（
平
成
29
年

よ
り
取
り
組
み
）

　
生
産
者
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
生
産

資
材
価
格
形
成
の
仕
組
み
を
見
直
し
、

生
産
者
が
有
利
な
条
件
で
安
定
取
引
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
農
産
物
の
流
通
・

加
工
の
業
界
構
造
の
確
立
を
め
ざ
し
ま

す
。

（
１
）
販
売
事
業

　
米
卸
売
業
者
や
卸
売
市
場
経
由
主
体

の
事
業
か
ら
、
取
引
先
へ
の
出
資
・
業

務
提
携
や
パ
ー
ト
ナ
ー
市
場
の
選
別
等

Ｊ
Ａ
の
総
合
事
業
を
支
え
る
連
合
会
・
中
央
会
の
取
り
組
み

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛
の
創
造
的
自
己
改
革
の
実
現

「
食
」「
農
」「
協
同
組
合
」
に
か
か
る
県
民
理
解
の
醸
成

•愛媛農業の復興・さらなる発展に向けた「農業者
の所得増大」「農業生産の拡大」への挑戦
－継続可能な愛媛農業の実現に向けた取り組み  等

取り組み分野①：「農業」

•「地域の活性化」への貢献
－地域におけるＪＡの役割発揮
•組合員の「アクティブ・メンバーシップ」の確立
－組合員との徹底した対話
－准組合員の意思反映・運営参画  等

取り組み分野②：「組織」

•自己改革の実践を支える経営基盤の強化
－総合事業体としての機能を果たすための事業モ
デルの転換（販売事業を中心とした事業伸長と
すべての事業の効率化、生産性向上）
－地域・ＪＡの枠を越えた事業間連携の研究・実践
－自己改革の実践を支える人材の確保・育成の強
化  等

取り組み分野③：「経営」

取
り
組
み
発
信

創造的自己改革の３つの取り組み分野

第37回ＪＡ愛媛県大会

創造的自己改革の実践
～組合員とともに愛媛の農業と地域の未来を拓く～

　ＪＡグループ愛媛は、12月３日、松山市で、「第37回ＪＡ愛媛県大会」を開催しました。
　大会には、ＪＡグループ愛媛の生産者組織代表者、ＪＡ役職員など約450人が出席。「創造的自己改
革の実践～組合員とともに愛媛の農業と地域の未来を拓く～」を基本方針として、ＪＡグループ愛媛
の今後３年間の取り組みを決議しました。
　また、西日本豪雨からの復旧・復興に向けて、ＪＡグループ愛媛を挙げて取り組むことを確認しま
した。
　ＪＡ全農えひめは、「農林水産業・地域の活力創造プラン」に係る取り組み「自己改革」を加速し、
ＪＡの取り組みを効果的に支援するための新たな事業モデルの構築とそれに対応する事業運営方式の
見直しを図っていきます。
　今回は、大会で決議されたＪＡ全農えひめの取り組みを紹介します。

特集①
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を
行
い
な
が
ら
、
量
販
店
や
加
工
業
者

な
ど
実
需
者
へ
の
直
接
販
売
を
主
体
と

し
た
事
業
へ
転
換
し
、
生
産
者
の
手
取

り
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

（
２
）
購
買
事
業

　

肥
料
農
薬
の
銘
柄
集
約
・
事
前
予
約

と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
農
薬
の
普
及
促
進
、

機
能
を
絞
っ
た
低
価
格
農
機
の
共
同
購

入
な
ど
に
よ
る
資
材
価
格
引
き
下
げ
を

め
ざ
し
ま
す
。

新
た
な
事
業
モ
デ
ル
の
構
築

（
１
）
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
の
最
大
化

　

購
買
事
業
に
お
け
る
結
集
に
よ
る
新

た
な
共
同
購
入
や
、
販
売
事
業
に
お
け

る
広
域
集
出
荷
施
設
等
の
整
備
・
活
用
、

全
国
リ
レ
ー
出
荷
体
制
の
構
築
な
ど
、

Ｊ
Ａ
域
・
県
域
を
越
え
た
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
強
化

し
ま
す
。

（
２
）
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
を
軸
と
し
た

販
売
力
強
化

　

農
畜
産
物
実
需
者
へ
の
直
接
販
売
や

買
取
販
売
の
拡
大
に
加
え
、
契
約
栽
培

の
拡
大
、
輸
入
農
畜
産
物
の
国
産
へ
の

切
り
替
え
、
ｅ
コ
マ
ー
ス
事
業
の
本
格

展
開
・
新
た
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
へ

の
対
応
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
さ
ら

な
る
輸
出
拡
大
と
そ
れ
に
対
応
で
き
る

産
地
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

（
３
）生
産
か
ら
消
費
ま
で
の
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
の
構
築
お
よ
び
高
度
化

　

合
理
的
な
物
流
体
系
や
、
生
産
情
報

や
取
引
先
の
ト
レ
ン
ド
情
報
等
を
総
合

的
に
管
理
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

な
ど
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
高
度
化
に

取
り
組
み
、
そ
れ
に
向
け
た
様
々
な
企

業
と
の
技
術
連
携
・
業
務
提
携
を
積
極

的
に
展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
者
に
向
け
た
新
た
な
商

品
開
発
・
提
案
に
部
門
横
断
的
に
取
り

組
み
、
生
産
振
興
と
国
産
農
畜
産
物
の

付
加
価
値
の
拡
大
を
め
ざ
し
ま
す
。

（
４
）
地
域
社
会
づ
く
り
へ
の
貢
献

　

地
域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
維
持
す
る

施
策
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
上
記

（
２
）、（
３
）
の
取
り
組
み
を
通
じ
て

地
域
社
会
づ
く
り
へ
の
支
援
を
行
い
ま

す
。全

農
の
事
業
運
営
方
式
の
取
り
組
み

　

生
産
と
消
費
の
現
場
課
題
へ
の
対

応
、
お
よ
び
持
続
的
な
農
業
生
産
の
確

保
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
内
の
機
能

分
担
を
見
直
し
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体

で
事
業
運
営
コ
ス
ト
を
抑
制
し
ま
す
。

（
１
）
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
た

支
援

　

Ｊ
Ａ
と
全
農
の
機
能
分
担
の
見
直
し

に
よ
る
Ｊ
Ａ
と
全
農
と
の
事
業
一
体
運

営
等
、
運
営
効
率
化
の
取
り
組
み
に
よ

り
Ｊ
Ａ
の
運
営
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
組

合
員
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
し
ま
す
。

（
２
）
Ｊ
Ａ
の
農
家
対
応
力
の
強
化
支

援
　

地
域
生
産
振
興
支
援
や
、
農
家
の
Ｊ

Ａ
販
売
・
購
買
事
業
へ
の
よ
り
一
層
の

結
集
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
強
化
な
ど
、
Ｊ

Ａ
の
農
家
対
応
力
の
強
化
を
支
援
し
ま

す
。

（
３
）
全
農
グ
ル
ー
プ
の
経
営
資
源
の

最
適
化

　

子
会
社
を
含
め
た
全
農
グ
ル
ー
プ
の

事
業
の
効
率
化
や
経
営
資
源
の
最
適
化

を
図
り
、
経
営
計
画
に
反
映
し
ま
す
。

（
４
）
生
産
現
場
へ
の
課
題
解
決
に
向

け
た
支
援

ア 
．
農
業
労
働
力
確
保
に
向
け
た
パ
ー

ト
ナ
ー
企
業
と
連
携
し
た
農
作
業
受

託
の
仕
組
み
の
構
築
お
よ
び
導
入
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

イ 

．
農
業
生
産
規
模
の
拡
大
に
と
も
な

い
、
課
題
と
な
る
圃
場
管
理
や
労
働

力
確
保
へ
の
対
応
と
し
て
、
省
力
化

や
農
作
業
、
農
業
経
営
の
「
見
え
る

化
」
に
役
立
つ
、全
自
動
ド
ロ
ー
ン
、

農
業
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
革
新
的
技
術
の

導
入
・
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
県
域
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
に
よ
る
担
い
手
支
援

　

新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成
支
援
、

労
働
力
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
、
愛
媛
県
内
に
お
け
る
生
産
基
盤
の

維
持
・
拡
大
に
努
め
ま
す
。

畜
産
事
業
に
お
け
る
食
肉

セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
生

産
・
集
荷
・
と
畜
・
加
工
・

販
売
の
最
適
化

　

畜
産
基
盤
の
維
持
拡
大
と
食
肉
販
売

力
強
化
を
す
す
め
る
に
あ
た
り
、
食
肉

セ
ン
タ
ー
へ
の
機
能
集
約
お
よ
び
食
肉

販
売
拠
点
整
備
の
観
点
か
ら
、
家
畜
の

集
荷
、
食
肉
販
売
、
飼
料
販
売
、
契
約

生
産
や
農
場
運
営
な
ど
、
畜
産
事
業
の

あ
り
か
た
の
検
討
・
実
行
に
取
り
組
み

ま
す
。

◆特集①：第37回ＪＡ愛媛県大会
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　「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造

プ
ラ
ン
」に
係
る
取
り
組
み
に
お
い
て
、

生
産
資
材
価
格
形
成
の
仕
組
み
の
見
直

し
と
し
て
全
国
で
は
高
度
化
成
肥
料
の

銘
柄
集
約
と
共
同
購
入
に
よ
る
新
た
な

購
買
方
式
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
、
愛
媛
県
は
果
樹
産
地
の
独
自

の
取
り
組
み
と
し
て
、
県
内
Ｊ
Ａ
で
取

り
扱
う
果
樹
配
合
肥
料
の
主
要
65
銘
柄

を
７
銘
柄
に
集
約
し
、
製
造
効
率
の
向

上
・
物
流
の
効
率
化
等
を
進
め
ト
ー
タ

ル
コ
ス
ト
の
低
減
に
よ
り
農
業
所
得
の

増
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

背
景

　
愛
媛
県
の
果
樹
配
合
肥
料
は
、
各
産

地
が
高
品
質
安
定
生
産
に
向
け
、
地
域

の
土
壌
実
態
や
気
候
、
肥
効
、
反
当
コ

ス
ト
な
ど
様
々
な
条
件
を
検
討
し
設
計

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
産
地

ご
と
に
多
く
の
銘
柄
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
は
農
家
の
高
齢
化
や

担
い
手
不
足
に
よ
る
産
地
基
盤
が
縮
小

し
て
い
る
中
、
銘
柄
数
は
変
わ
ら
ず
１

銘
柄
当
た
り
の
製
造
数
量
が
減
少
し
製

造
コ
ス
ト
が
上
昇
、
将
来
的
に
製
造
が

難
し
く
な
る
肥
料
も
発
生
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
世
界
的
な
人
口
増
加
に
よ
る

食
糧
生
産
拡
大
に
と
も
な
い
、
肥
料
原

料
の
需
要
も
高
ま
っ
て
お
り
、
化
成
・

有
機
原
料
と
も
に
価
格
は
上
昇
傾
向
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
物
流
業
界
で
は
、
取
引
環

境
の
改
善
及
び
長
時
間
労
働
の
抑
制
に

取
り
組
む
た
め
、
標
準
貨
物
自
動
車
運

送
約
款
の
改
定
に
よ
り
適
正
な
運
賃
を

収
受
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
な
か
、
果
樹
配
合
肥

料
に
つ
い
て
も
銘
柄
集
約
に
よ
り
資
材

コ
ス
ト
を
抑
え
る
取
り
組
み
を
始
め
ま

し
た
。銘

柄
集
約
に
向
け
た

配
合
設
計
の
検
討

　
65
銘
柄
の
集
約
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｊ

Ａ
愛
媛
果
樹
技
術
指
導
員
会
に
お
い
て

銘
柄
集
約
を
行
っ
た
場
合
の
栽
培
指
導

上
の
課
題
や
要
望
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
産
地
ご
と

の
こ
だ
わ
り
も
あ
り
様
々
な
意
見
は
あ

り
ま
し
た
が
、「
銘
柄
を
集
約
す
る
こ

と
で
生
じ
る
窒
素
成
分
や
有
機
率
が
現

行
と
少
し
違
っ
て
も
栽
培
へ
の
影
響
は

栽
培
指
導
で
対
応
で
き
る
」
と
の
意
見

が
大
半
を
占
め
、「
コ
ス
ト
削
減
と
な

る
の
で
あ
れ
ば
検
討
を
進
め
て
も
良

い
」
と
の
同
意
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
Ｊ
Ａ
愛
媛
果
樹
技
術

指
導
員
会
栽
培
（
品
種
・
土
壌
）
研
究

部
会
代
表
者
会
を
開
催
し
、
主
要
65
銘

柄
の
成
分
・
有
機
率
・
原
料
な
ど
を
分

類
し
、
設
計
上
重
視
す
る
面
や
課
題
を

洗
い
出
し
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
タ
イ
プ
・
こ

だ
わ
り
タ
イ
プ
・
低
コ
ス
ト
タ
イ
プ
・

落
葉
果
樹
タ
イ
プ
・
ア
グ
リ
エ
ー
ス（
微

量
要
素
）
入
り
タ
イ
プ
を
基
本
に
、
愛

媛
県
下
で
使
用
で
き
る
７
設
計
を
決
定

し
ま
し
た
。

価
格
の
決
定
方
式

　
価
格
決
定
方
式
は
、
愛
媛
県
内
に
供

給
実
績
の
あ
る
製
造
メ
ー
カ
ー
を
基
本

に
、
中
四
国
・
九
州
・
関
西
地
域
で
安

定
供
給
が
で
き
る
メ
ー
カ
ー
を
指
名

し
、
Ｊ
Ａ
か
ら
の
予
約
積
み
上
げ
を
基

に
指
名
競
争
見
積
会
に
よ
り
価
格
を
決

定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
見
積
価
格
は
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ

特
集
②

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る

農
業
者
所
得
増
大
を
目
指
し
て

果
樹
配
合
肥
料
を
銘
柄
集
約

4



め
の
東
・
中
・
南
予
の
各
地
区
物
流
セ

ン
タ
ー
持
込
を
基
準
と
し
、「
Ｊ
Ａ
持

込
」「
工
場
置
場
引
取
」
な
ど
、
Ｊ
Ａ

毎
に
一
番
効
率
の
よ
い
物
流
体
制
が
選

択
で
き
る
仕
組
み
と
し
ま
し
た
。

平
成
31
年
果
樹
春
肥
の

取
り
組
み

　
平
成
31
年
春
肥
（
平
成
30
年
12
月
〜

平
成
31
年
４
月
納
品
）は
、県
下
６
Ｊ
Ａ

の
参
画
の
も
と
計
７
銘
柄
、５
２
、 ２
２ 

０
袋
に
対
す
る
指
名
競
争
見
積
会
を
平

成
30
年
11
月
14
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
催
に
当
た
り
、
県
本
部
は
９
月
に

参
画
Ｊ
Ａ
か
ら
春
需
要
を
見
込
ん
だ
事

前
予
約
数
量
の
取
り
ま
と
め
を
行
い
、

春
肥
期
の
既
存
51
銘
柄
の
内
17
銘
柄

を
７
銘
柄
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
価
格
は
、
昨
今
の
原
料
価
格
の
上
昇

に
と
も
な
い
当
初
目
標
と
し
て
い
た
大

幅
な
価
格
引
き
下
げ
と
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
既
存
銘
柄
と
比
べ
る
と
、

集
約
に
よ
る
量
的
拡
大
と
製
造
効
率
向

上
等
に
よ
り
価
格
引
き
下
げ
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み

　
春
肥
で
は
６
Ｊ
Ａ
の
参
加
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
が
、
未
参
画
Ｊ
Ａ
に
つ
い
て

は
早
期
の
参
画
に
向
け
課
題
等
協
議
を

今
後
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
統
一

配
合
肥
料
（
７
設
計
）
で
は
集
約
で
き

な
い
銘
柄
も
あ
り
、
よ
り
い
っ
そ
う
の

集
約
に
向
け
検
討
を
進
め
、
さ
ら
に
、

県
域
物
流
体
制
の
見
直
し
を
行
い
、

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
検
討
を

進
め
ま
す
。

　
今
後
と
も
肥
料
の
品
質
安
定
と
安
定

供
給
に
努
め
、
肥
料
価
格
の
抑
制
を
図

る
仕
組
み
づ
く
り
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

【表1】愛媛県果樹統一配合肥料一覧
No. 統一配合名称 保証成分（N-P-K） 有機率 特　　　徴

1 えひめ有機配合1号（粉状/粒状） 10－7－7 60％
魚荒粕・魚ぼかしを合計30％配合
フェザーミール・皮粉・蒸製骨粉など良質の動物質有機を使用
動物質有機：51％、植物質有機：９％を配合

2 アグリエース入り
えひめ有機配合2号（粉状/粒状）

10－7－7
ほう素0.05% 60％

魚荒粕・魚ぼかしを合計30%、微量要素資材のアグリエースを配合
フェザーミール・皮粉・蒸製骨粉など良質の動物質有機を使用
動物質有機：48.5％、植物質有機：11.5％を配合

3 アグリエース入り
えひめ有機配合３号（粉状/粒状）

10－7－7
ほう素0.05% 50％

魚荒粕・魚廃物加工肥料を15%配合
微量要素資材のアグリエースを配合
動物質有機：20％、植物質有機：30％

4 アグリエース入り
えひめ有機粒状288

12－8－8
ほう素0.05% 40％

窒素成分を上げ反当施用袋数を少なくしたタイプ
フェザーミール・皮粉・蒸製骨粉など良質の動物質有機を使用
動物質有機：20％、植物質有機：20％

5 えひめ有機配合特５号（粉状/状） 7－5－5 82％
品質向上のため魚荒粕・魚ぼかしを合計50%配合
フェザーミール・皮粉・蒸製骨粉など良質の動物質有機を使用
動物質有機：73％、植物質有機：９％

6 アグリエース入り
えひめ有機配合６号（粉状/粒状）

8－7－8
ほう素0.05% 60％

県下の落葉果樹用の配合肥料として設計
微量要素資材のアグリエースを配合
動物質有機：20％、植物質有機：40％

7 えひめ有機配合７号（粉状／粒状） 8－7－7 60％
魚荒粕・魚ぼかしを合計15%配合
皮粉・蒸製骨粉など良質の動物質有機を使用
動物質有機：26％、植物質有機：34％

◆特集②：愛媛県果樹統一配合肥料の取り組みについて
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最
近
テ
レ
ビ
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
事
も

多
く
な
り
、
ご
存
知
の
方
も
お
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
が〝
笑
い
ヨ
ガ
〞と
い
う
面
白
い
ツ
ー

ル
が
あ
る
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
楽
し
く
笑
う
こ
と
が
健
康
に
良
い
と
い
う

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
発

散
効
果
、
自
律
神
経
や
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン

ス
を
整
え
る
効
果
、免
疫
力
を
高
め
る
効
果
、

気
分
を
改
善
す
る
効
果
等
。
ま
た
、
笑
い
に

は
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に

す
る
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
日
常
生
活
の
中
で
笑
え
る
場

面
は
案
外
少
な
か
っ
た
り
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
つ
ら
い
時
や
悲
し
い
時
、
不
安
な
時

に
は
笑
う
に
笑
え
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
に
役

立
つ
の
が 〝
笑
い
ヨ
ガ
〞で
す
。〝
笑
い
ヨ
ガ
〞

は
笑
い
の
体
操
と
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
を
取
り
入

れ
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
健
康
法
で
、
１
９
９
５

年
に
イ
ン
ド
の
医
師
マ
ダ
ン
・
カ
タ
リ
ア
が

始
め
ま
し
た
。
人
間
の
身
体
は
、
本
物
の
笑

い
と
「
作
り
笑
い
」
の
区
別
が
つ
か
な
い
事

や
〝
笑
う
動
作
〞
が
感
情
に
影
響
を
及
ぼ
す

事
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
気
分
や
感
情
を
頭
の
中
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
の
は
と
て
も
難
し
い
の
で
す
が
、
姿
勢

や
動
作
を
変
え
る
と
案
外
気
分
や
感
情
は
変

化
し
や
す
い
の
で
す
。
背
中
を
丸
め
て
う
つ

む
い
て
い
る
と
、
前
向
き
な
感
情
に
は
な
れ

ま
せ
ん
。
手
を
上
げ
、
胸
を
広
げ
、
目
線
を

上
げ
る
だ
け
で
気
分
は
前
向
き
に
変
わ
り
ま

す
。
そ
う
！
　
楽
し
く
な
く
て
も
〝
笑
う
〞

動
作
で
気
分
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。〝
面

白
い
か
ら
笑
う
〞
の
で
は
な
く
、〝
笑
う
か

ら
面
白
く
な
る
〞
の
で
す
。

笑
い
ヨ
ガ
の
実
際

①
深
呼
吸

　
上
半
身
を
軽
く
前
に
倒
し
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
と
息
を
吐
き
ま
す
（
新
鮮
な
空
気
を
吸
い

込
む
に
は
ま
ず
肺
の
中
の
よ
ど
ん
だ
空
気
を

吐
き
切
る
事
が
大
切
で
す
）。
吐
き
き
っ
た

ら
上
半
身
を
起
こ
し
な
が
ら
鼻
か
ら
息
を
吸

い
、
腕
を
上
に
あ
げ
て
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
ま

笑
い
ヨ
ガ
（
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
）

の
ス
ス
メ

■プロフィール■
精神科医（四国中央市・豊岡台病院　院長）。日本笑い学会四国支部・
代表。社会人落語家「芸乃 虎や志（ゲイノ コヤシ）」の高座名をもつ。
1962年９月22日生まれ、広島県呉市出身。愛媛大学医学部卒業。
大学の落語研究会OB、第２回社会人落語日本一決定戦、優勝。精
神保健福祉の啓蒙の一環として毎年「うま！ 心の健康寄席」を開催、
新居浜を中心にプロ（古今亭菊志ん、桂吉弥 ほか）やアマ落語家
の出演する落語会を企画、演題「笑いのチカラ」の講演、新居浜市
の「全国高校生笑い日本一決定戦〝笑顔甲子園〞」発案等、「笑い」
をベースにした地域づくりを実践し、普及活動につとめる。2015
年、笑いの体操とヨガの呼吸法をミックスした健康法「笑いヨガ」
の認定ティーチャーの資格を修得、笑いクラブ等の身近に笑える
場造りにも精力的に取り組んでいる。

【笑いヨガ　参考HP】
・ ラフターヨガ・インターナショナル　https://laughteryoga.org/ja/
・ラフター・ヨガジャパン　http://laughteryoga.jp/
・日本笑いヨガ協会　http://waraiyoga.org/

【笑いヨガティーチャー開催の笑いヨガ講座】（参加無料）
・ 新居浜あかがね笑いクラブ（あかがねミュージアム　多目的ホー
ル　TEL 0897-31-0305）原則毎月最終火曜（４月は23日、９月
は25日水曜、12月は17日）18：30～20：00
・ とよおか笑いクラブ（豊岡台病院　１階機能訓練室　TEL 0896-
25-0088）　原則毎月第４土曜（12月は21日）14：00～15：00

ATUMASA　EDAHIRO枝廣篤昌

276Vol.
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す
。
深
い
呼
吸
を
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。

②
手
拍
子
と
掛
け
声

　
１
、２
、１
２
３
の
リ
ズ
ム
の
手
拍
子
に
合

わ
せ
て
「
ホ
ッ
・
ホ
ッ
・
ハ
ッ
・
ハ
ッ
・
ハ
ッ
」

と
声
を
出
し
ま
す
。

※ 

ホ
と
ハ
の
発
声
は
大
笑
い
時
の
横
隔
膜
の

上
下
運
動
を
再
現
し
、
横
隔
膜
が
最
も
良

く
動
く
。

③
子
ど
も
に
か
え
る
キ
ー
ワ
ー
ド

　
手
拍
子
に
合
わ
せ
「
い
い
ぞ
、
い
い
ぞ
、

イ
ェ
ー
イ
！
」「
や
っ
た
、
や
っ
た
、
イ
ェ
ー

イ
！
」
と
声
を
出
し
ま
す
。

※ 

大
人
に
な
る
と
喜
怒
哀
楽
の
表
現
や
、
ほ

め
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
る
。
童
心
に

か
え
り
、
互
い
を
ほ
め
合
う
こ
と
で
笑
い

を
誘
発
し
や
す
く
な
る
。

④
笑
い
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
笑
い
の
体
操
）

　
日
常
の
行
動
や
動
作
を
笑
い
で
置
き
換
え

る
等
し
て
行
い
ま
す
。
ま
た
、
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
と
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
②
と
③
の
掛
け
声
で

つ
な
ぎ
ま
す
。
笑
い
ヨ
ガ
は
軽
い
有
酸
素
運

動
で
す
の
で
、
時
折
①
の
深
呼
吸
を
入
れ
、

呼
吸
を
整
え
な
が
ら
行
い
ま
す
。

笑
い
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
例

　〝
ナ
マ
ス
テ
笑
い
〞
イ
ン
ド
の
挨
拶
は
両

手
を
合
わ
せ
て
相
手
を
見
な
が
ら
「
ナ
マ
ス

テ
〜
」
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
を
言
う
か
わ
り

に
「
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
…
」
と
笑
い
か
け
、
笑
顔

の
交
換
を
行
い
ま
す
。
相
手
の
笑
顔
を
見
る

と
自
然
に
自
分
も
笑
顔
に
な
り
ま
す
。

　〝
河
原
（
海
辺
）
で
水
遊
び
笑
い
〞
子
ど

も
の
頃
の
無
邪
気
な
気
持
ち
で
、
冷
た
い
水

を
互
い
に
か
け
合
い
な
が
ら
笑
い
ま
す
。

　〝
青
信
号
赤
信
号
笑
い
〞「
青
信
号
」
と
掛

け
声
が
か
か
っ
た
ら
、
気
持
ち
よ
く
車
を
運

転
し
て
い
る
ふ
り
を
し
、動
き
ま
わ
り
ま
す
。

「
赤
信
号
」
の
声
で
、
そ
の
場
で
止
ま
り
笑

い
ま
す
。
嫌
な
場
面
で
笑
う
練
習
を
し
て
お

く
と
実
際
の
状
況
下
で
も
、
笑
い
で
気
分
を

変
え
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
他
に
も
〝
鳥
の
フ
ン
笑
い
〞〝
大
当
た
り

笑
い
〞〝
携
帯
電
話
笑
い
〞
等
、
色
々
あ
り

ま
す
。
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
笑
い
の
筋
肉
（
ゲ

ラ
ゲ
ラ
筋
）
が
発
達
し
、
少
し
の
こ
と
で
も

大
笑
い
し
て
楽
し
み
や
す
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　　
私
の
勤
め
る
豊
岡
台
病
院
の
精
神
科
病
棟

で
は
２
０
１
０
年
秋
か
ら
毎
日
10
分
、〝
笑

い
ヨ
ガ
〞
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ユ
ー
モ
ア
や

ジ
ョ
ー
ク
を
介
さ
な
く
て
も
良
く
、
認
知
症

の
方
も
安
心
し
て
笑
え
ま
す
。
健
康
効
果
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
何
よ
り
も
病
棟
の
雰
囲

気
が
と
て
も
良
く
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も

是
非
〝
笑
い
ヨ
ガ
〞
を
生
活
に
取
り
入
れ
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

▲笑いヨガをしている枝廣篤昌さん

▲みんなで元気に笑いヨガ。あかがねミュージアムで
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Topic News

●がんばれ受験生！「『愛媛いよかん』＝いい予感」

湯島天神で合格祈願「愛媛いよかん」3,000個配布
　ＪＡ全農えひめ果実課は、愛媛県が全国生産量の
約９割を占める伊予柑をPRしようと、「がんばれ受
験生！『愛媛いよかん』＝ “いい予感”」をコンセ
プトに、１月12日、東京都文京区の湯島天神の境
内で、合格祈願のお祓いを受けた「愛媛いよかん」
を参拝者3,000人に無料配布しました。
　この取り組みは、合格の縁起物として毎年実施し
ており、今回で34回目。受験シーズンの恒例行事
になっており、合格祈願で参拝する受験生や家族に
合格の縁起物として喜ばれています。
　今年も、配布開始前から行列ができる中、境内に
「合格まで風邪をひかずに頑張ろう。愛媛いよかん
＝いい予感」の天幕を掲げて、かすり姿の女性が、
参拝される受験生やその家族に「いい予感が当たり
ますように」「縁起のよい伊予柑です」と声をかけ
ながらお祓いを受けた伊予柑とメッセージの入った

袋を手渡し、参拝者は嬉しそうに持ち帰っていまし
た。
　ＪＡ全農えひめ果実課は、「愛媛いよかん＝いい
予感」をキャッチフレーズに、学業や恋愛成就等の
縁起物としても伊予柑の購入・消費拡大を呼びかけ
ています。

受験生へのメッセージも添えています

「いい予感があたりますように」と配布

愛媛いよかんポスター
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●第41回えひめみかん祭り

県内各地の柑橘30種類以上を一堂に集め 
愛媛産柑橘の魅力をPR！
　愛媛県果樹同志会、愛媛県、ＪＡ全農えひめなど
は、１月19日と20日の２日間、松山市のいよてつ
髙島屋８階特設会場で、「第41回えひめみかん祭り」
を開きました。みかん祭りは、柑橘の品種30種類
以上を展示・販売する「柑橘王国愛媛」ならではの
イベントで、愛媛産柑橘のPR・消費拡大と果樹農
業の振興を図ろうと毎年開催しています。
　会場では、「味わって愛媛のかんきつ　届けよう
愛媛のこころ♡」をテーマに、「果実コンクール」
出品柑橘23品種203点の展示販売、同志会員らが説
明を交えて、伊予柑・ポンカン・せとか、甘平、紅
まどんなや日頃目にすることの少ない品種や加工品
の試食販売を実施。来場者は品種の食べ比べを楽し
んで、好みの柑橘を購入していました。
　新品種の紹介、「ほ場コンクール」優秀園地のパ

ネル展示、ポンジュース蛇口、みかん風味ポップコー
ンの配布のほか、ステージ上では「愛のオレンジロー
ド」の紹介、みかん早むき大会やみかんを丸ごと使っ
た「みかん餅つき」などを実施。愛媛柑橘の美味し
さと魅力をPRしました。

●第41回えひめみかん祭り果実・ほ場コンクール

大臣賞に忽那敬一さん（果実）と本田貴久さん（ほ場）
　愛媛産柑橘の品質向上と果樹農家の生産意欲の高
揚に向けて「第41回えひめみかん祭り果実・ほ場
コンクール」の結果が、１月19日、「えひめみかん
祭り」会場で発表され、農林水産大臣賞（優秀賞）
には果実コンクールでは忽那敬一さん（ＪＡえひめ
中央）の「甘平」、ほ場コンクールでは本田貴久さ
ん（ＪＡにしうわ）の「宮川早生」の園地が選ばれ
ました。
　コンクール入賞者は次の皆さん（敬称略・カッコ
内は品種名・ＪＡ名）。表彰式は、３月18日開催の
愛媛県果樹同志会大会で行われます。
【果実コンクール】
▽優等賞＝浜田武司（南柑20号・えひめ中央）、佐々
木章人（不知火・にしうわ）、石田英久（せとか・
えひめ中央）、村丸俊雄（愛媛果試第28号・同）、
青井秀典（宮内伊予柑・同）、根来六夫（今津ポン
カン・にしうわ）、渡部憲明（はれひめ・おちいま
ばり）、丸山俊明（はるみ・えひめ中央）
▽優良賞＝和泉正輝（宮内伊予柑・えひめ中央）、
吉岡勝利（久能温州・同）、菅憲二（甘平・おちい
まばり）、玉井真吾（宮内伊予柑・にしうわ）、山岡
篤（せとか・えひめ中央）、澤近瑛平（太田ポンカン・

えひめ南）、寺坂末吉（不知火・えひめ中央）、竹村
孝（石地温州・同）、中鋪豊（宮内伊予柑・同）、西
山聡（甘平・同）、重松敬太（愛媛果試第28号・同）、
二宮喜信（南柑20号・えひめ南）、宮内勇人（甘平・
えひめ中央）、増田章（河内晩柑・えひめ南）、青木
聡（せとか・えひめ中央）、小立晶人（宮内伊予柑・
同）、奥井朝夫（レモン・おちいまばり）、丸井俊太
郎（不知火・愛媛たいき）、菊池俊光（タロッコ・
にしうわ）、吉川典多佳（宮川早生・同）、松永進（せ
とか・えひめ中央）
【ほ場コンクール】
▽優等賞＝谷江共一
郎（愛媛果試第28
号〈施設〉・えひめ
中央）、玉井末承（愛
媛果試第28号〈施
設〉・同）▽優良賞
＝坂本和久（せとか・
えひめ中央）、西方
宏樹（愛媛果試第
28号〈施設〉・おち
いまばり）

多くの来場者が詰めかけ大盛況でした

農林水産大臣賞を受賞した忽那さんの
「甘平」
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Topic News

●甘平選果目合わせ会

「甘平」ブランド確立に向けて厳選出荷を徹底

●平成30年度「愛媛県くり品評会」表彰式

農林水産大臣賞の三ツ井守恵さん、林敏彦さんらを表彰

　愛媛オリジナル品種「甘平」の出荷を前に、ＪＡ
全農えひめは、１月７日、愛媛県農林水産研究所果樹
研究センターで「甘平選果目合わせ会」を開きました。
　目合わせ会は、消者者・販売先の期待に応えるた
め、品質の向上と品格の統一をめざし、2012年か
ら行っています。ＪＡの生産販売・選果担当者と愛
媛県、市場から約50人が出席し、ＪＡ全農えひめ
の担当者が、サンプル果実を見せながら選別・出荷
基準を説明し確認。品格・価格に見合った商品を出
荷するよう呼びかけました。
　「甘平」は、愛媛県が2007年に品種登録した、爽
やかなシャキッとした食感と甘さが魅力の品種。面
積・生産量とも年々拡大しており、産地の期待も大
きく、2017年産は257ヘクタールで2,089トン生産
され、市場平均㎏単価は627円でした。
　市場関係者は、「全国でも認知度が上がってきて
いる。ブランド強化に向けて品質の均一化を徹底し
てほしい」と強調しました。　

　2018年産は、面積が前年比108％の277ヘクター
ル、生産量は前年比92％の1,921トンを見込んでい
ます（2018年12月時点・ＪＡ関係）。生育は順調で、
糖高酸低で食べやすい食味となっています。
　ＪＡ全農えひめ担当者は、「今年の果実品質は良
好で美味しく仕上がっている。厳選出荷に努め高級
柑橘としてアピールしていきたい」としています。

　愛媛県くり研究同志会（大野奉孝会長、会員数
1,988人）とＪＡ全農えひめは、12月10日松山市で
平成30年度「愛媛県くり品評会表彰式」を開き、
農林水産大臣賞の立木部門の三ツ井守恵さん（ＪＡ
えひめ中央）、果実部門の林敏彦さん（ＪＡひがし
うわ）をはじめ受賞者を表彰しました。
　立木部門で農林水産大臣賞を受賞した三ツ井さん
の園地は、14～16年生の働き盛りの樹齢で、筑波
主体に、早生から晩生までバランスよく植栽され、
低樹高に抑えながら樹勢を保ちつつ、受光態勢に優
れた樹づくりと細やかな剪定により、樹全体に着毬
が見られ収量性に優れた園地です。また、省力化技
術として、園内道設置、一発肥料の導入、防除は年
３回実施し、病害虫の被害はほとんど見られないな
ど、高く評価されました。
　果実部門で大臣賞を受賞した林さんの出品した
「筑波」は、特に果形、玉揃い、果皮の色つやも良
く品種系統の特性を備えた風格のある果実として評
価されました。

　なお、ＪＡ全農えひめ扱いの30年産栗の市場販
売実績は177トン（前年比49％）、平均㎏単価は947円
（同115％）。前年の豊作傾向から一転し着毬数は少
なく、夏季の高温乾燥より落毬、日焼け果等が発生
し、販売量は当初計画数量を大幅に下回りました。
※ 入賞者は12月号11ページのトピックニュースで
紹介しています。

農林水産大臣賞を受賞した三ツ井さん（左）と林さん

ＪＡ全農えひめ担当者（左）が果実との比較で基準を説明
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●平成30年度愛媛県総合畜産共進会「肉牛・肉豚の部」「交雑種・乳用種の部」

農林水産大臣賞に谷口貴と㈱多田ファーム

●県畜産振興連絡協議会と県議意見交換会

将来に向け再生産可能な政策確立などを要望

　大洲市のＪＡえひめアイパックス㈱本社工場で、
12月１日、2018年度愛媛県総合畜産共進会の「肉牛・
肉豚の部」、「交雑種・乳用種の部」の審査・表彰式
が行われました。県畜産協会が主催。農林水産大臣
賞（優等賞首席）は、肉牛（黒毛和種）の部で谷口
貴さん（ＪＡえひめ南）、肉豚の部で㈱多田ファー
ム（ＪＡ愛媛たいき）が選ばれました。
　肉牛の部（黒毛和種）は33頭、交雑種・乳用種
の部は７頭が出品されました。肉牛の部では全般的
に体型がしっかりしており、ロース芯も大きいもの
が多く、肉質４等級以上は84.8％でした。
　大臣賞３回目の受賞となる谷口さんは、「嬉しさ
と驚きでいっぱい。これからも牛にストレスをかけ
ないように丁寧な飼養管理に努めたい」と受賞を喜
びました。
　肉豚の部では、総体的に良好な枝肉が揃いました。
２年連続大臣賞受賞の㈱多田ファームの田中幸浩社
長は、「西日本豪雨の復興の中、このような栄誉あ
る賞をいただき、今後の励みになった」と受賞に笑
顔を見せました。
　購買者29社が参加してＪＡ全農えひめ主催の肉
牛のセリを実施。１㎏単価は谷口さんの出品牛が最
高で、5,030円（購買者＝マルハフーズ㈱）。黒毛和
種の平均単価は3,160円と高値で取引されました。
　なお、共進会では、県畜産功労知事表彰として、
門田政男さんら３人が表彰されました。
　その他の受賞者は次の皆さん（敬称略・カッコ内

はＪＡ名）。
【肉牛の部】◆優等賞▽次席＝関平畜産（ひがしうわ）
▽３席＝土居原克彦（ひがしうわ）▽４席＝ＪＡ愛
媛たいき畜産センター（愛媛たいき）▽５席＝土居
利行（ひがしうわ）◆１等賞▽首席＝井上治宣（ひ
がしうわ）▽次席＝秦裕人（ひがしうわ）▽３席＝
氏原清時（えひめ南）▽４席＝中野哲隆（愛媛たい
き）▽５席＝山内荘陸（ひがしうわ）
【肉豚の部】◆優等賞次席＝㈲菊間仙高牧場（おち
いまばり）
【交雑種・乳用種の部】◆優等賞＝高月淳（ひがし
うわ）
【愛媛県畜産功労知事表彰】（カッコ内は市町）▽門
田政男（今治市）▽松田智（大洲市）▽京森高賀（大
洲市）

　愛媛県畜産振興連絡協議会は、12月13日、松山
市内で自民党県連畜産振興議員連盟（会長＝渡部浩
県議）と「畜産に関する意見交換会」を開きました。
　意見交換会は、平成13年から毎年行っており18
回目。県議会議員17人のほか、県内４畜種（肉牛・
養豚・酪農・養鶏）の生産者組織の役員、県・ＪＡ
関係者など57人が出席。
　協議会事務局（ＪＡ全農えひめ畜産部）から畜種
別に情勢と課題を説明し、経営安定対策など将来に
わたって再生産が可能となる政策確立、配合飼料価
格安定制度の充実、県内産畜産物の消費拡大の取り
組み推進などを要望したほか、県内４畜種の代表が、
個別の課題と要望事項を説明しました。
　協議会の本宮会長は、「県内の畜産生産基盤の維
持発展と県内消費者に安全・新鮮な畜産物の安定供
給に向けて、引き続き協力をお願いしたい」と要望

しました。
　議連の渡部会長は、「愛媛の畜産担い手応援事業
の要望など、皆さんの状況や意見を聞きながら、引
き続き対処していきたい」と応じていました。
　畜種別の主な要望は次のとおり
◆ 愛媛県肉牛生産者協議会＝肉用牛経営安定対策の
仕組みづくりと県費助成の継続および生産基盤維
持・拡大に関する要望について
◆ ＪＡ愛媛養豚経営者協議会＝「養豚経営安定対策
事業」の仕組みづくりと県費助成の継続および生産
基盤維持・拡大、地産地消に関する要望について
◆ 愛媛県酪農経営者協議会＝酪農の維持発展のため
の要請について
◆ 愛媛県採卵養鶏経営者協議会＝採卵養鶏の持続可
能な生産・経営対策に関する要望について

大臣賞を受賞した多田ファーム（左）と谷口さん
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Topic News

●平成30年度第２回愛媛県TAC管理者会議

31年度支援要領の考え方を説明し意見・要望を集約
　ＪＡ全農えひめ営農支援課は、TAC活動の充実・
ステップアップに向けて、12月19日、松山市で「平
成30年度第２回愛媛県TAC管理者会議」を開きま
した。
　会議にはＪＡのTAC管理者など22人が参加。活
動の充実強化に向けて、31年度の担い手支援要領
の考え方についてＪＡTAC管理者と協議を行いまし
た。またTAC担当者育成のために、管理者向けのモ
チベーションマネジメント研修を行いました。　
　TACは、地域農業の担い手に出向くＪＡ担当者の

愛称。「とことん会ってコミュニケーション」を合
言葉に、県内では13ＪＡ109人が活動中です。

●平成30年度営農指導員・TAC現地圃場研修会

完全自動飛行のドローンなど新農機を視察！
　ＪＡ全農えひめ営農支援課は、11月28日、松山
市で営農指導員とTACの生産面に関する情報共有を
目的に、「平成30年度営農指導員・TAC現地圃場研
修会」を開催しました。
　今回の研修では、９ＪＡから32人が参加し、農
薬散布のための完全自動飛行型ドローン（ナイル
ワークス社）や、自走式草刈機（三陽機器㈱）の実
演の様子を視察したほか、圃場管理システム「Z‐
GIS」の取り組みを研修しました。

●ファミリーマート・全農ふれっしゅ広場

七草粥配布イベントや年末感謝祭が好評でした
　ＪＡ全農えひめが東温市で運営する農産物直売所
とコンビニの一体型店舗「ファミリーマート・全農
ふれっしゅ広場」は、１月７日、出荷会員が県内産
の七草を使って作った「七草粥」を来店客に振る舞
いました。
　この取り組みは、産直コーナーの出荷会員が組織
するフレッシュ市部会が「七草粥お接待」として毎年
取り組んでいる地域の消費者との交流イベントです。
　当日は、出荷会員が早朝から大鍋で七草粥約200
人分を作り、来店客に「七草粥で無病息災を」など
と呼びかけながら無料で七草粥を手渡しました。食
べた方は、「家で作ったものより美味しい」「毎年食

べています」などと笑顔を見せていました。
　同店は12月21日～24日の４日間、１年間のご愛
顧に感謝して「年末感謝祭」を開催。餅つき実演販
売など多彩な催しを行い、来店された方々に喜ばれ
ました。

飛行を終えた完全自動飛行のドローンに興味津々の参加者

大鍋で作った七草がゆを振る舞う出荷会員
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●2018ＪＡ農機ビッグフェア

ＪＡ農機の総合展示会に1,336人が来場
　県内ＪＡとＪＡ全農えひめ農機課は、12月８日・
９日の２日間、松山市のアイテムえひめで、取扱メー
カー等の協力を得て、県内統一の農機総合展示会
「2018ＪＡ愛媛農機ビッグフェア」を開催しました。
　フェアは、農機の計画的・効率的な適正導入の促
進と安全使用の啓発、効率生産に役立つ作業体系の
提案や省力機械の普及促進、新機種・新製品の説明・
研修などを目的に毎年開催しており、28回目。
　今回は「次世代につなぐＪＡ農機　がんばろう愛
媛農業」をテーマに、大型農機から小物資材までメー
カー20社が効率化や高品質生産に対応できる高性
能機械・省力機械、新製品や小物特価品等を多数展
示したほか、野菜作関連機械コーナーなどを設置。
ＪＡ全農えひめコーナーでは肥料農薬の低コスト資

材の紹介、簡易
土壌診断、土作
りに関する営農
講演会、無人ド
ローンの紹介を
行ったほか、安
全使用、ＪＡバ
ンクえひめ農業
資金おまかせ相
談、リース相談、お買い得商品等のコーナーも設置
し、農機・農業の関連情報を発信しました。
　期間中は、県内ＪＡから1,336人が来場し、最新
農機の展示・説明などを通じて性能や特徴などを確
認していました。

●社会福祉協議会贈呈式

県内15の児童福祉施設に、もち米とジュースを贈呈
　ＪＡ全農えひめは12月12日、愛媛県社会福祉協
議会を通じて県内15の児童福祉施設に、もち米と
ジュースを贈りました。今回贈呈した「ひめライス」
のもち米640㎏と「POM愛媛ぽんかん」「POMアシ
タノカラダみかんジュース」などジュース95ケー
スは、同協議会を通じて、12月21日までに県内15
の児童福祉施設に届けられました。
　松山市のＪＡ愛媛で行った贈呈式では、ＪＡ全農
えひめの小越愼介県本部長が「子ども達のためにお
役立てください」と同協議会の杉野洋介常務理事に
目録を手渡しました。杉野常務から「毎年贈ってい
ただきありがたい。子どもたちも楽しみにしている

と思います」とお礼の言葉があり、同協議会からＪＡ
全農えひめに感謝状が贈られました。
　ＪＡ全農えひめは、
社会貢献活動の一環と
して、県内児童福祉施
設の子どもたちが明る
いお正月を迎えられる
ように1984年から毎
年実施しており、今回
で35回目。

●伊予牛「絹の味」・「ふれ愛・媛ポーク」

ラッピングバスで愛媛のブランド肉をPR！
　ＪＡ全農えひめとＪＡ愛媛養豚経営者協議会、愛
媛県肉牛生産者協議会は、１月から伊予鉄バスで
ラッピング広告バスを松山市の三津吉田線で運行し
ています。
　バス乗り口の左側面には伊予牛「絹
の味」、右側面には「ふれ愛・媛ポーク」
のロゴを「安心・安全」のキャッチフ
レーズとともに掲載しています。
　バスの運行を通して、消費者に「地
産地消」を推奨し、新鮮な愛媛のブラ
ンド肉を食べてもらいたいという思い
から実施に至りました。
　ＪＡ全農えひめ畜産部は「さらに多
くの人に伊予牛『絹の味』、『ふれ愛・

媛ポーク』を知ってもらいたいという気持ちから、
ロゴを大きく目立つように掲載した。今後も生産者
やＪＡと一緒になって消費宣伝に力を入れ販売力強
化につなげていきたい」としています。

乗り口右側面：ＪＡ愛媛養豚経営者協議会酒
井会長とひめとん

乗り口左側面：愛媛県肉牛生産者協議会本宮
会長とひめ丸

目録を手にした杉野常務（右）と
感謝状を持つ小越県本部長
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Topic News

●松山城正月イベントに㈱えひめ飲料協賛

愛媛ならでは…ポンジュースで鏡開き！
　新年を迎えた松山市の松山城で、１月１日、お酒
の代わりに愛媛を代表する「ポンジュース」を使っ
た鏡開きが行われ、家族連れなど一般客約300人に
ジュースが振る舞われました。
　この催しは、同城の指定管理者である伊予鉄道㈱
が、元旦に愛媛県を代表する観光地の松山城で、ク
ルマで来ている方や未成年者も含めて、愛媛を代表
するジュースでもてなそうと2009年から毎年開い
ており、㈱えひめ飲料がジュースを提供しています。
　本丸広場一ノ門前では新年を祝う太鼓が披露され
た後、鏡開きが行われ、㈱えひめ飲料の川田永治常
務のほか、松山市と松山城総合事務所、（公財）松

山観光コンベンショ
ン協会の関係者が、
ジュースの入った樽
を打ち割りました。
振る舞われたジュー
スを飲んだ方は、「こ
こ数年、家族で毎年
来て今年最初のポン
ジュースを松山城で
飲んでいます」など
と話していました。

●ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱

食品衛生優良施設として愛媛県知事賞を受賞！
　JAえひめフレッシュフーズ㈱宇和島GPセンター
が、食品衛生優良施設として愛媛県知事賞を受賞し
ました。11月14日に松山市で開催された「平成30
年度愛媛県食品衛生推進大会」において表彰されま
した。
　この大会は（一社）愛媛県食品衛生協会が、主催。
県内の食品事業者らが参加し、食中毒予防や消費者
への安全安心な食品の提供に向け意識を高めました。
　受賞した同社の宇和島GPセンターは、県版
HACCPを導入し、徹底した衛生管理に努めてい

ます。
　大津満社長は
「今後も、より
安全、安心で高
品質なたまごに
こだわり、衛生
管理体制を強化
していきたい」
としています。

ポンジュースで鏡開きをする関係者

受賞を喜ぶ（右から）大津社長、芝宇和島GP
センター長、高須賀製造部長、宇都宮常務

●㈱えひめ飲料

河内晩柑ジュースが記憶力維持に役立つ！！
　㈱えひめ飲料は、12月
17日に機能性表示食品
「POM アシタノカラダ 河
内晩柑ジュース125ml紙
パック」の販売をスタート
しました。本品は、平成
30年９月に「機能性表示
食品」として消費者庁長官
に受理されたものです。
　機能性関与成分「オーラ
プテン」が１パック（125ml）

に６mg含まれるので、中高年の方の、認知機能の
一部である記憶力（言葉を記憶し、思い出す力）を
維持する機能があります。
　㈱えひめ飲料は「河内晩柑特有の爽やかで心地よ
い苦みをお楽しみいただき、『POM アシタノカラ
ダ 河内晩柑ジュース』を認知機能の維持に役立て
てほしい」としています。

POM アシタノカラダ 河内
晩柑ジュース125ml紙パッ
ク/24本入　4,270円（税込）

商品のご注文は電話・ホームページから
TEL：0120－591－516

ホームページ：「まじめな宅配便」で検索
https://www.pom-j.com/shop/
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年
、
平
成
の
年
号
が
変
わ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
と
次
回
の
2
回
に

わ
た
り
平
成
の
30
年
間
の
愛
媛
県
農
業
の

動
き
を
追
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
は
、
農
業
生
産
の
基
礎
と
な
る
農

地
や
農
家
の
デ
ー
タ
を
見
て
み
ま
す
。

耕
地
面
積
は
４
割
減
少

　
図
１
は
耕
地
種
類
別
面
積
の
推
移
で

す
。
こ
の
30
年
間
で
耕
地
面
積
は
７
万 

４
千
ha
か
ら
４
万
８
千
ha
に
減
少
し
て
い

ま
す
。
種
類
別
に
見
て
み
ま
す
と
田（
注
：

１
）
は
３
万
ha
あ
っ
た
も
の
が
２
万
３
千

ha
（
▲
25
％
）
に
、
樹
園
地
は
３
万
６
千

ha
が
２
万
ha
（
▲
46
％
）
に
減
少
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
は
本
誌
9
9
2
号
の
統
計
B
O
X

で
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
農
地
が
宅
地
や

道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
に
転
換
さ
れ
た

り
、
条
件
の
悪
い
樹
園
地
等
が
放
棄
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
減
少
し
た
も
の
で
す
。

販
売
農
家
数
は
半
数
に

　
図
２
は
農
家
数
の
動
き
で
す
。
総
農
家

数
（
販
売
農
家
＋
自
給
的
農
家
）
は

７
万
７
千
戸
か
ら
４
万
２
千
戸（
▲
45
％
）

に
減
少
し
て
い
ま
す
。
特
に
販
売
農
家
は

５
万
８
千
戸
か
ら
２
万
６
千
戸（
▲
56
％
）

へ
と
減
少
し
、
減
少
率
は
総
農
家
の
そ
れ

を
上
回
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
家

数
の
減
少
率
に
比
べ
耕
地
面
積
の
減
が
や

や
小
さ
い
の
は
、
稲
作
を
中
心
に
離
農
農

家
が
担
い
手
農
家
等
に
農
地
を
貸
し
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
（
稲
作
１
位
農

家
数
▲
62
％
、
田
面
積
▲
25
％
）。

　
自
給
的
農
家
は
、
離
農
す
る
農
家
が
あ

る
一
方
、
販
売
農
家
が
規
模
縮
小
し
て
自

給
的
農
家
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、

１
万
８
千
戸
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

農
産
物
販
売
金
額
１
位
は

稲
作
か
ら
果
樹
へ

　
農
産
物
販
売
金
額
１
位
の
農
家
数
を
部

門
別
に
見
る
と
、稲
作
、果
樹
、野
菜
（
注
：

２
）
が
ト
ッ
プ
３
と
な
っ
て
い
ま
す
。
図

３
は
そ
の
３
部
門
の
販
売
農
家
の
動
き
を

見
た
結
果
で
す
。
平
成
２
年
に
は
稲
作
を

第
１
位
と
す
る
農
家
が
２
万
２
千
戸
あ
ま

り
で
首
位
で
し
た
が
、
20
世
紀
最
後
の
年

と
な
っ
た
平
成
12
年
に
は
果
樹
が
首
位
と

な
り
、
以
降
27
年
ま
で
、
果
樹
、
稲
作
、

野
菜
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
号
で
は
、
こ
の
３
部
門
と
畜
産
部
門

を
中
心
と
し
て
、
愛
媛
県
の
農
業
産
出
額

の
動
き
を
見
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　（注
：
１
）
平
成
22
年
に
田
耕
地
の
種
類

別
面
積
（
普
通
田
、
特
殊
田
）
の
調
査
を

廃
止
し
た
た
め
、
そ
れ
以
前
の
水
田
面
積

は
普
通
田
と
特
殊
田
を
合
算
し
た
。

（
注
：
２
）
野
菜
は
露
地
野
菜
と
施
設
野

菜
を
合
計
し
た
。

（
★
検
索
ワ
ー
ド
＝
「
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」

「
耕
地
面
積
調
査
」
い
ず
れ
も
農
林
水
産

省
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
）

中
国
四
国
農
政
局
愛
媛
支
局　

統
計
チ
ー
ム

計 Ｂ Ｏ Ｘ

知って得する

統
平成の愛媛県農業をふりかえる
－平成の30年間の愛媛県農業の動き－

本図１　耕地面積の推移

図３　販売金額１位の部門別農家数
（稲作、野菜、果樹抜粋）　
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　　「あぐり～ど」1000号ってすごいで
すね！！　毎月楽しみに読ませていた
だいています。「ふるさとエッセー」
や「NOW NOW COOKING」などお
気に入りで、新たな情報や参考になる
ことがいっぱいです。

　　１月22日、ＪＡ周桑女性部の運動
会が行われます。現在、ストレッチ体
操、ジョギングなど頑張っています。

 （西条市・高橋　千代美さん）

　　エッセーを読んで。文中の言葉に「腹
から笑うと明日からも頑張れそうにな
りました。これからも笑うようにしま
す」とありますが、バルンアートをす
る私も小松町のある施設へボランティ
アに行ったとき、同じようなことがあ
りました。何かあっても笑えば明日は
開けると思います。私もさらにがんば
ろう！！ （松山市・澤田　五十鈴さん）

　　関東の知人に「紅まどんな」を送っ
てあげたらとっても美味しかったと喜
んでいただけました。今年度は気づい
たらすでに自分でお取り寄せしていま
した。「紅まどんな」大人気です♪

 （四国中央市・佐伯　民恵さん）

編今回のおハガキでは「『紅まどんな』
美味しかった！」というコメントが本
当にたくさんありました。「甘平」「せ
とか」…などなど柑橘シーズンはまだ
まだ続きます。皆さんいろいろ買って
食べ比べしてみてください！

　　今年もひめライス協賛のママさんバ
レーで娘がお米をもらって帰ってきま
した。

　　「NOW NOW COOKING」は、平
凡な食卓に新しい味と出会えるきっか
けとなっています。白菜など、鍋が主
流なのでありがたかったです。

 （今治市・田中　末広さん）

　　「オートパル松山新築店舗開店」の
ニュースを読んで。よく通る道で、新
しい店舗を見ました。明るくて良い雰
囲気でした。一度行ってみようかな…。
 （内子町・梅川　幸治さん）

　　「愛媛県くり品評会」のニュースを
読んで。私の知っている人が、農林水
産大臣賞を受賞していて、早速お祝い
の言葉をかけることができて良かった
です。 （西予市・薬師神喜久代さん）

編今月号P10に農林水産大臣賞を受賞
されたお二人のお写真を掲載してい
ます♪

12月３日、ＪＡグループ愛媛が開催した「ＪＡ愛媛県大会」は
何回目の開催でしょうか？

「第〇回」

プレゼント
クイズに正解した方の中から
抽選で、図書カード1,000円
分を10名様にさしあげます。

発　表
「あぐり～ど」４－５月号で発表します。

当選者発表
12月号の答えは「オレンジ（デー）」
でした。たくさんのお便りありがとう
ございました。
厳正な抽選の結果、次の10人の方に
図書カード1,000円分をお送りします。
長下　政恵さん（宇和島市）
三好志江子さん（八幡浜市）
米花佐智子さん（八幡浜市）
伊達　詩織さん（内子町）
川上　祐子さん（東温市）
亀田　　均さん（伊予市）
井手　まりさん（松山市）
山本　美空さん（今治市）
髙橋　義昭さん（西条市）
永井　民枝さん（西条市）

応募方法
折り込みハガキにクイズの答えと本誌に対する
ご意見・感想などをお書き添えの上、ご郵送く
ださい。

締切り
平成31年３月15日（当日消印有効）

Ｒ Ｅ Ａ Ｄ Ｅ Ｒ Ｓ 通 信

今月の
クイズ

編 集 後 記
　先日、私が幼少期に祖父母に
宛てて書いた手紙を数枚、祖母
が出してきました。祖父母とは
同居していますので、毎日顔を
合わすのですが、幼い頃は敬老
の日や誕生日などに手紙を渡し
ていました。拙い文字や文章、
絵に思わず笑ってしまったので
すが、手紙のひとつにこんな文
章が。「どんなに寒い日でも田
んぼ仕事をして頑張るおばあ
ちゃんはすごいね」。
　今でも、暑い日も寒い日も農
作業を頑張る祖父母へのリスペ
クトは変わりません。
　まだまだ寒い日が続きます。
皆さん、外で作業される時は
しっかり防寒対策を！！
 （有紗）

　ＪＡ全農えひめ情報誌「あぐり～ど」は、愛媛県内ＪＡの役員（非
常勤理事 ･監事含む）・職員、生産組織や女性組織のリーダー、県行
政や関係機関、県内報道機関を対象に無料配付しています。
　読者名簿の更新を随時行っています。名簿更新により、新たにお
届けする方とお届けできなくなる方がいらっしゃいます。皆様のご
理解とご協力をお願いいたします。

 読者名簿更新についてお知らせ
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〈材料・４人分〉　　※1人あたり約179kcal
ほうれんそう １束（約150ｇ）
シーフードミックス（冷凍） 170ｇ
モヤシ １袋
ピーナッツ 50ｇ
ニンニク（スライス） １かけ
サラダ油 適量
　　酒 大さじ２
　　濃口醤油 大さじ１
　　オイスターソース 大さじ２
　　甜麺醤 大さじ１
ラー油 適量
糸唐辛子 適量

ほうれんそうと豚バラのさっと煮

〈作り方〉
①　ほうれんそうは５㎝の長さに切る。
②　シーフードミックスは塩水につけて解凍
し、水気を切っておく。

③　ボウルにⒶを混ぜ合わせる。
④　フライパンにサラダ油とニンニクを入
れ、弱火で炒め、香りを出し、ピーナッ
ツを炒めて、①、②、モヤシを加えて炒め、
③をからめる。

⑤　器に盛りつけ、好みでラー油をかけ、糸
唐辛子をのせる。

※冷凍シーフードの塩水解凍はプリプリ仕上
げの裏ワザ！

ほうれんそうとふわふわ玉子のチーズ焼き
〈材料・４人分〉　　※1人あたり約383kcal

ほうれんそう １束（150ｇ）
サラダ油 適量
卵 ４個
　　牛乳 50㏄
　　マヨネーズ 大さじ２
　　塩・コショウ 少々
ツナ １缶（140ｇ）
塩・コショウ 少々
バター 10ｇ
ピザチーズ 大さじ４
パセリ（みじん切り） 適量

ほうれんそうと魚介のピーナッツ炒め
〈材料・４人分〉　　※1人あたり約132kcal

ほうれんそう １束（150ｇ）
豚バラ肉（スライス） 100ｇ
人参 1 ／4本
ユズ 1 ／4個
　　だし 400㏄
　　みりん 大さじ２
　　薄口醤油 大さじ２

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大佐古 正子先生
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〈作り方〉
①　ほうれんそうは５㎝の長さに切る。
②　ボウルに卵を割りほぐし、Ⓐを混ぜ合わ
せる。

③　フライパンに油を熱し、②を入れて火を
通して取り出す。

④　フライパンに油を熱し、①とツナを炒め
て塩・コショウをふり、バターを加える。

⑤　耐熱皿に④を入れ、③をのせ、ピザチー
ズをのせて、トースターで３～５分焼く。

⑥　最後にパセリをふる。

〈作り方〉
①　ほうれんそう・豚バラ肉は５㎝に、人参
は千切りにする。

②　ユズは皮を千切りにし、果汁をしぼる。
③　鍋にⒶを沸かし、豚肉と人参を入れて火
を通し、ほうれんそうを加え、さっと煮る。

④　器に盛りつけ、ユズ果汁を加え、皮をの
せる。

石鎚おろしに、甘み倍増
緑黄色野菜トップクラスの栄養価

NOW NOW

C
OOKING

今月の素材

ほうれんそう
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あぐり～どはWEBでも読めます
http://www.eh.zennoh.or.jp

「えひめの食」Instagram

     


